
手前 3-4:Drawi∩ 8丁ube#01/2016/個 人蔵

奥 3-7:Co∩ ste‖ ation#19/20フ /アーツ前橋蔵



ドローイングは時間芸術である。それはまず、固定化された結果よりも過程

としての身ぶりや思考の動きそのものを指す。そして運動には時間が伴う。

しかしドローイングは、この一回性の運動が行われるところのりニアな時間

軸だけを内包するわけではない。その痕跡を見る側に発生するもうひとつ

別の時間も扱うからだ。

例えば描く/書く行為にとって新しさとは何か?と考えてみれば、

意味がない。いつの時代においても、

生き生きと再生される時間の方が重要なのだ。

その意味で

が新しいとか、中

―洞
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3-6iCo∩ ste‖ atio∩ #17(部 分)/2017/ア ーツ前橋蔵

3-7(上 ):Co∩ ste‖ atio∩ #19(部分)/2017/ア ーツ前橋蔵

3-7(下 ):Co∩ ste‖ atio∩ #19/2017/アーツ前橋蔵

3-7

3-7 3-6

「
「
「

●
■

ゴ

■
田

・
１

「
嘔

レ

´



3-5:Co∩ ste‖ atio∩ #16/201713-6:Conste‖ atio∩ #17/2017/アーツ前橋蔵 13-8:Co∩ ste‖ atio∩ #22/2018
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3-9:Reco‖ ectlo∩ ofthe Co∩ tours輪 郭線を思い出す/2019
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「輪郭線を思い出す」

(宮城県美術館での展示に寄せて)

僕の最初の記憶は多分、坂道の光

景である。生まれてから2歳まで住

んでいた仙台の自宅前の長い坂道

のことを、最近になつてふと思い出

すことがある。

一般的に坂道では、平地では起こら

ないような身体感覚の覚醒があると

思う。傾斜による、地面と足裏の間

の摩擦がトリガーとなつて、接地点か

ら双方向的なベクトルが生まれ、そ

れがその場所とこちらの身体の深

部にある記憶を引き出し結びつける

のかもしれない。この引き出し合い

の構造は、描く/書くことの起源で

ある、対象を引つ掻いて痕跡を残す

という行為の中で働いている双方

向的な力学とも通じている。

昨年の初夏、北海道と東北各地に

点在する、主に縄文時代に作られた

環状列石の調査を行ない、写真・ド

ローイング・テキストで記録した。環

状列石の付近には、住居の遺跡や

貝塚や洞窟壁画といつた文明の痕

跡がしばしば存在するが、青森の小

牧野遺跡や北海道の西崎山環状列

石・北黄金貝塚のように、それらの多

くは見晴らしと水はけの良い、遠く

海を望んだ斜面に作られている。

僕はとにかく古い書物を読むよう

に、レコードを再生するように、そ

の周りをぐるぐると歩き斜面の起伏

を踏みしめながら、石の配置と輪郭

を見ていた。それは、場所の記憶

を自らの記憶と結びつけながら、自

分の輪郭を再発見するような時間

でもあつた。

今回、仙台の美術館で初めて展示

をする機会にあたり、昨年の環状

列石のフィールドワークを思い出し

ながら、ささやかな映像作品を制作

した。書画カメラの下に白いロール

紙を設置し、その上に小石を配置し

てジヤラジヤラと動かしたり、マー

カーで点や線を描き加え、国―ル紙

を引つ張りながらライブで録画して

いつたのだが、僕は手元ではなくス

タジオの壁にプロジェクターで投影

された画面の方を常に見ながら行

為した。画面を反転しコントラスト

を最大にすることで、白紙だつた背

景は闇となり、石はほぼ輪郭だけを

残してただの白い光となる。光の粒

に手で直に触れて配置・操作するよ

うな感覚の中で、記憶とは光跡なの

だと思つた。

記憶は新しく生まれたり、変形もす

る。僕は古いものを懐かしむのでは

なく、そこにある線をよく見て、辿つ

たり、なぞつたり、引き伸ばしたり、

時にはそこになかつた点を加えてみ

たりすることで、時間と空間のレイ

ヤーを行き来する新しい回路を発

掘したいと思つている。
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鈴木ヒラク

時間と空間を貫くドローイング

和 田 浩 一 [宮城県美術館学芸員 ]

島田雅彦が「郊外三部作」と呼ぶ小説の第

一作目『忘れられた帝国』
1で
は、東京の郊外

に暮らす主人公の生活が説話の形で語られ

ている。小学生である主人公は、自宅近くの

森を探索するうち、宅地造成の工事現場から

縄文式土器を発見し、しばし発掘熱に浮かさ

れる。それはのつぺりとした日常に非日常が

顔をのぞかせた瞬間だつた。

高度経済成長期、都市の郊外では急速な宅

地開発がなされ、それにともなって埋蔵文化

財や遺跡が多く見つかつた。日本の古層が、

大都市の周縁部でむき出しの状態になつて

いたわけで、それは先史時代に直結したトン

ネルの入口が、大都市の真横にぼっかりと口

を開けていたということになる。

鈴木ヒラクは2歳の頃、仙台市から川崎市麻

生区に引つ越した。彼も小さい頃、家の周り

を掘つて遊んだ発掘少年であり、土器や様々

なものを掘り出すことに熱中したという。そ

のとき、日常の生活では隠れて見えなかつた

現在と過去とを結ぶ長大な時間的・空間的な

意識の飛躍を、鈴木も感じたことだろう。ここ

とかなたを繋ぐ糸口を見つけ、それを掴み出

すこと。それが鈴木の制作の原点である。

鈴木がこれまで展開してきたのは「拡張され

た意味でのドローイング」というべき活動で

ある。通常ド回一イングとは紙の上に線で描

かれ、絵画へと至る過程にあってその準備

段階を構成する。絵画と異なり「『全体のルー

ル』に従うわけではないし」「完成した全体と

の関係においてのみ意味をもつのでもない」
2

このように、ドローイングは確定的ではないが

ゆえに、あらゆる方向に開かれており、自由な

表現形態として独自のフィールドを持つてい

るといえる。

ものだとしている。実際鈴八 |まこ■まてモ ニ

体、映像、パフォーマンスなど、ジイン /■ T≡

断した旺盛な活動を行つてきた。強言1両丁′
^、

き

なのは、身体や意識の動いた軌跡も積極亡τ・二

ド回―イングヘと組み入れようとしている三

であり、公共空間でのドローイング・パフィー

マンス(flg.1)や、手の動きをリアルタイムに褒

写しながらのドローイングなども、彼の重要な

表現手段だった。そこにはダンス、さらにはヌ

トリートカルチャー (グラフイテイ)との類、縁関′三

までも指摘できるだろう。

鈴木は作品制作を「考古学」になぞらえ、
″I

品を「解読を待つ一種の記憶装置」と捉えて

いる。たとえば、今回の展覧会には出品ぎ
「

_

ないが、《bacteria sig∩》シリーズ(flg l,I

作者が初期から今日まで、断続的に継続υて

制作している作品であるが、その制作万≡

とは、土に一旦枯葉を埋めたのちに葉ア≡1

分を掻き出すことによつて、プリミティブな=r

象 (葉脈によるドローイング)を顕、わにすると す
ものである。この手法はまさに「発掘」そ三

ものであつて、ここでは作者という存在■‐

長年の土砂の堆積により地中深く隠れて _

る遺物を探して掘り出す、考古学者の役喜_

を与えられている。と同時に、土を「手て子蚤

き出す」という制作行為に焦点が合つて_モ

ことも明らかである。このような実際C身 ′T

の運動、それにともなう意識の流れが、三千百

と空間の中に描いた軌跡を、注意深くモ言

に収集すること。そして時には大胆に′■三ヽ

ディアヘと組み換えることが、鈴木の＼=―
イングを形作る。

今回の展示では、墨の上にシルバーで
=_■

《Co∩ ste‖ atio∩》シリーズ、反射板によモ
″I

品《Road》 、ステンレスチューブの立体、そ´

て新作の映像作品によつて構成されるこ

でき、それもまた作者においてはド回一イン

グの一部を構成している。墨の上にシルバー

ペイントで描かれた無数の記号は、宇宙の闇

と光を放つ星たちとの対比を思わせる。明と

暗、ネガとポジなどの「対比」も、意識の応答

を引き起こすものとして、ドローイングに類す

るものと鈴木は捉えている。《⊂o∩ ste‖ atlo∩》

シリーズでは、方向性の定まつた直線的な記

号表現と、フリーハンドによるスプレー表現

との二つの対比が、画面全体の動勢を決定

している。横長の《⊂o∩ ste‖ a[lo∩ #19》 は、遠

くから全体を見ると中央が厚みをもつ形をし

ており、銀河を真横から見た形を連想させる

が、作品に近づくと、ロゼッタストーンを思わ

せる記号の集積が延々と広がつているような

印象を強く受ける。その結果、鑑賞者は自身

の中で、ミクロ的視点とマクロ的視点との頻

繁な転換を体感することになるだろう。そこ

にもまた、瞬間的なドローイングがなされるの

である。

《Road》 の3点は、夜の高速道路などで道巾

を示したり、街なかの交通標識などに用いら

れ注意を喚起したりする反射板が使われて

いる。見る者が光を発すると鋭い光を送り返

してくるこの反射板もまた、人工的に光のシ

グナルを作り出し、断続的な光の応答を発生

させる。

《Reco‖ ectlo∩ of the Co∩ tou「 s》 は本展で初

めて公開される新作のビデオ作品である。作

者は昨年の夏、北海道内に点在する環状列

石を多数リサーチし、写真とドローイングでメ

モを残した。本作はその時の考察が反映され

ており、手描きによるドローイングよりも、小

石を配置してなされる構成が主体となつてい

る点が注目される。

これまでもライブパフオーマンスの際に、紙

の上に小石をばらまき、ドローイングのきつ

かけとすることがあつたが、今回のビデオの

小石の使用はより積極的である。手元でのド

ローイングを壁面にビデオ投影しながら行う

これまでの一部のパフオーマンスと類似する

部分もあるが、単純に筆を小石に置き換えた

というわけではない。

自然物であることを示す不規則な形がまず印

象に残る。そしてその動き方からそれが実物

の小石と分り、それを人が並べる作業を示す

ことによつて、自然と人工、オブジェクトと記

号、偶然と計画性といつた問題を浮き彫りに

する。その際、コントラストを最大にしてネガ・

ポジを逆転させ、自と黒の単純なシルエット

ヘと変換することによって、全体が整理され、

簡潔で抑制の効いた、強い印象をもたらす表

現へと至つている。

一つの石を置いてから、次の石を置くまでの

行為は、それが環状列石のように大地の上で

あれ、この作品のように紙の上であれ、無限

のバリエーションの中から行われた「選択」

の―つであることに変わりはない。二つの石

の間をつなぐ線には意識の流れが折り重な

り、内に時間と空間を含んだドローイングが

生まれる。この作品ではそれが適度なテンポ

で連鎖していくのである。

小石によるド回―イングは、組み替えや修

正が自在であり、それを瞬時に行うこともで

きる点で、簡潔、明快で、また鈴木の持つス

ピード感に適した表現となつた。手の行為の

軌跡と物の作る配置をめぐる展開として、鈴

木のド回―イングのもう一つの面を見せてく

れている。

(文中敬称略)

1:島田雅彦『忘れられた帝国』1995年、毎日新聞社

2:ティム・インゴルド『メイキング』2017年 、左右社

3i『 Drawi∩g〒ube vo1 l Archi∨ e』 2017年 、Drawlng〒 ube

=こ 1:鈴木ヒラク ドローイング・パフオーマンス/ゲスト:Raz Mesina1 2011,′

会場 ■ocatlo∩ 0∩ e(ニューヨーク)

=E2:《 bacterla slg∩ #31》 2008年 /土・枯葉・アクリル・木製パネル

だが鈴木のいうドローイングとは、さらに広い

範囲を含むものであり、平面上に描かれた線

のみでなく、ある場所からある場所をつなぐ

行為の軌跡、あるいは何かと何かの間を行き

交うシグナルなども含めて、「空間や時間に

新しい線を生成していく、あるいは潜在して

いる線を発見していく過程そのものを指す」
3

星座 (=Co∩ ste‖ atlo∩ )は、地球から見える
=要
丁

の星の中の幾つかを、架空の線によつてモ
´
_｀

つけ、そこに形象や意味を見出すことただ́

それも作者にとつてはド回―イングの一つて

ある。何万光年も離れた場所から今地球に琶

いている星の光自体、遠いかなたの星と私た

ちとの応答 (コレスポンダンス)ととらえることた́



鈴木ヒラク[すずき・ひらく]

SUZUKI HIRAKU

1978 宮城県仙台市生まれ

2001 武蔵野美術大学美術学部情報映像学科卒業

2008東京藝術大学大学院美術学部先端芸術表現科修了
現在 ネ申奈川県相模原市在住

website: hira kusuzu ki.com/

388′ .(東京都 )

「c⌒ E上 Ξ́ '`こハ,__3[310∩ 0∩ e(ニューヨーク)
rs I≡
IE、三一日本美術とストリートの感性」BA― TSU

上こ~3上 __≡ こ.東京覆)
~バ
ンタ・//小全沢健人 鈴木ヒラク」TAL10N Ga‖ ery

~し
ンニ′ニミニ~′ノ吻質・移動。時間、そして叡智」

全i〒 11=モ美
=筆
全沢可)

~∴
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「COSMOS/・ |＼下ME」 ノヽ|り日本文化会館(バリ)

「5x3」 K∪∩stra u「 Yn Duseldorf(デ ュッセルドルフ/ドイツ)

「THINK ttNK Lab Trle∩ ∩ale/1∩ ter∩ ational Festival

of Co∩ temporary Drawi∩ g」 ヴロツワフ建築美術館

(ヴロツワフ/ポーランド)

「第8回恵比寿映像祭『動いている庭』」恵比寿ガー

デンホール(東京都)

「∨ery Addi⊂ tl∨ e」 Re exte∩ sio∩ of Aesthetics i∩ Dally

Llfe― 銀川現代美術館(銀川/中国)

「ぐるつと展望!現代アート入門― 高橋コレクショ

ン」金津創作の森 (福井卿

「山形ビエンナーレ」東北芸術工科大学(山形市)

「繊細と躍動」ポーラミュージアムアネックス(東京都)

「いちはらアート×ミックス2017」 アートハウスあそう

ばらの谷(市原市/千葉県)

「高橋コレクションの宇宙」熊本市現代美術館嫌本市)

「ヒツクリコガツクリコことばの生まれる場所」アー

ツ前橋 (前橋市)

「pol∩ t to ll∩ eアプデルカデール・ベンチヤマ/鈴木ヒ

ラク」(キュレーションも)アニエス・ベー銀座(東京都)

「アートのなぞなぞ― 高橋コレクション展」静岡県

立美術館(静岡市)

「コレクション展3見ることの冒険」金沢21世紀美

術館(金沢市)

「psmg vo1003鈴木ヒラク×コンタクトゴンゾ」コン

タクトゴンゾ事務所(大阪市)

「21世紀の美術タグチ。アートコレクション展」平塚

市美術館(平塚市)

「ビヨンドワンダーさまざまなユートピアの眼差し」

名古屋芸術大学アート&デザインセンター(名古屋市)

「アラワシの詠」はじまりの美術館(猪苗代町/福島県)

2011 5-8月 財団法人東京都歴史文化財団の助成により

チェルシー。カレッジ。オブ・アーツに滞在 (イギリス)

一 - 9月 -12年 3月 アジアン・カルチュラル・カウンシル

(ACC)の 助成によりニューヨークに滞在 (アメリカ)

2012 9月 -13年 8月 公益財団法人ポーラ美術振興財団

在外研修員としてベルリンに滞在 (ドイツ)

王なライブドローインクンヽフォーマンス(w/は共演を示す)

― - 9月 New Optlmlsm w/ハ トリミホ KATA(東京都)
一 - 11月 Drawing Tube voL3 w/アプデルカデール・ベン

チヤマ bkyo Arts and Spa⊂ e Residency(東 京都)

一 - 12月「かくとはなす」w/今福龍太アーツ前橋(前橋市)

2018 6月 一本の木からw/小金沢健人 金沢21世紀美

術館 (金沢市)

2017 1月 THE 2017 FID PRIZEイ ンターナショナル・ドロー

イング・コンテストグランプリ受賞

パブリック・コレクション

Ag∩ es B Co‖ e⊂tio∩ (フランス)

アーツ前橋

市原湖畔美術館

大分市

金沢21世紀美術館

高橋コレクション

タグチ・アートコレクション

日産アートコレクション

ロンドン芸術大学 (イギリス)

主要文献

〈著作〉

『ba⊂ terla slg∩ 』自主出版/2000
『GENGA』河出書房新社/2010

『Beam Drop』 (巨P)Rul gato&Hlraku Suzukl(test

t∪ be)/2010

『鉱物探し』(株)ビームス/2010

『植野隆司×鈴木ヒラク
"So∩
et lumlere"』 (CDブック

レット)植野隆司、鈴木ヒラク/mallkick/2016

『Drawl∩g Tube vo1 01 Archlve』 鈴木ヒラク iドローイ

ング・パフオーマンス/ゲストi吉増剛造/Drawl∩g

Tube/2017

〈自筆文献〉

エッセイ「Drawl∩ g as slg∩ als」『Bright 6』 Graduate

S⊂ hool Directory/ロ ンドン芸術大学/2011

エツセイ「Drawl∩ g As Ex⊂ avatl∩ g」『PAI A lour∩ al of

Performa∩⊂e and Art』 ∨ol∪ me34,No 3 MIT Press

lou「∩als/2012

〈展覧会図録・リーフレット等 [求は作家ステー駆ント等を収録]〉

『Tokyo Style l∩ Sto⊂ kholm 2004』 Letterhead AB/

2004

『TEAM ll鈴木ヒラク』財団法人東京都歴史文化財

団トーキョーワンダーサイト/2008★

『都市のデイオラマ』財団法人東京都歴史文化財団

トーキョーワンダーサイト/2008☆

『VOCA展 2009』「VOCA`展」:実イ〒:委員会/2009

『開館5周年記念展 愛についての100の物語』金沢

21世紀美術館/2009
『六本木クロッシング2010展 i芸術は可能か?』森美

術館/2010

『DRAWING― 線を描くという営為』isla∩ d/2011

『地表から遠く離れて』(IPho∩ eアプリ)TAL10N Ga‖ ery

/2011★

『粟津潔、マクリヒロゲル 金沢 21世紀美術館コレク

ション・カタログ』現代企画室・金沢21世紀美術館/

2012

『ソンエリュミエール 物質・移動。時間、そして叡智』

金沢 21世紀美術館/2013★

『高橋コレクションー マインドフルネス!』 霧島アート

の森ほか/2013

『VVa‖ Art Festl∨ al VVarll』 Blue Bearl∩ c/2013

『日産アートアワード2013』 国産アートアワード運営

事務局/2013★

『Red B∪‖Musl⊂ A⊂ ademy Tokyo 2014』 レッドブル/

2014

『山形ビエンナーレ記録集』東北芸術工科大学/2014

『国東半島芸術祭公式ガイドブツク』国東半島芸術

祭実行委員会/2014

『5x3』 Ku∩ straum Duseldorf/2015

『COSMOS/INTIM E― LA COLLECT10N TAKAHASHI』 ノヽ

り日本文化会館/2015

『鈴木ヒラクかなたの記号 言語と空間 I La∩gue

a∩ d Space Vo11』 青森公立大学国際芸術センター青

森/2015★

『第8回恵比寿映像祭― 動いている庭』東京都写

真美術館/2016

『高橋コレクションの宇宙』熊本市現代美術館/2017

『ヒツクリコガツクリコことばの生まれる場所』アー

ツ前橋/2017★

『いちはらアート×ミックス2017公式ガイドブック』い

ちはらあ一とミックス実行委員会/2017

『アートのなぞなぞ 高橋コレクション展』静岡県立美

術館/2017

〈主な関連記事〉

「タイヤとダイヤの遭遇『Road Slg∩ ?Dlamo∩ d』」原

久子/『AERA』 2008年 11月 3日号

アートワーク掲載『SPRO∪ T』∨o111、 2009年 1月号

アートワーク掲載『よむ花椿』No 704、 2009年 2月号

オリバー。ワトソン『PAPERBACK MAGAZINElssue 2』 (口

ンドン)/2009

「Betwee∩ Slte a∩ d Spa⊂ e」『Colum∩ 3』 /Artspace

∨isual Arts Ce∩ tre(Syd∩ ey,Austra‖ a)/2009

「15メートルの紙に文様描く21世紀美術館でライブ」

『北國新聞』2009年 5月 6日

冨樫勲『BARFOUTI』 ∨o1167/2009年 7月号

『世界の、アーチスト・イン・レジデンスから』/2009

「日常の狭間の発見を描き出す鈴木ヒラクのドロー

イング」原田優輝『QUOTAT10N No7』 2010年 4月 26

日号

「AUTHORこ の著者に会いたい『GENGA』」岩淵貞哉
『美術手帖』2010年 5月号

作家紹介『美術手帖』2010年 6月号

art book of the mo∩ th『 DAZED&CONFUSED

ISSUE188』 2010年 7月 15日号

「LONG RE∨ IEVV」 久保正樹『|∩ toxicate』 ∨o185/2010

作 品紹介とインタビュー『LODOWM MAGAZINE

#77』 /2011

「MIT Presslour∩ als」∨olu「 r]e34,No3/2012年 9月号

IMAGE TO SUR∨ IVE experime∩ tal group shoⅥ  c´

paper『 SPROUT』 ∨OL ll

「Drawl∩ g As Ex⊂ avatl∩ g」『PAI A lour∩ al or

Performa∩ ce a∩ d Art』 /2012

大友克洋とのコラボレーションによるアートワーク

掲載『Comme des Garco∩ s』 26/2014

『Ro‖ |∩ g Sto∩ e』 10∨ o1110/Powerto the people

「架空の考古学、あるいは、宇宙を針穴に通すという

こと」北出智恵子『美術手帖』2015年 8月号

「空間を身体化するドローイング」伊藤俊治『AC2

[エー。シー・ドウー]』 17号/青森公立大学国際芸術セ

ンター青森/2016

インタビュー『TOKYO鴇ЮNDERSITEANNUAL REPORT

2015』財団法人東京都歴史文化財団トーキョーワン

ダーサイト/2016

インタビュー『日経 MI』 2016年 10月 12日

「大分市新たな壁画が完成」『大分合同新聞』2017

年2月 5日

「対談 写真家の食卓西野壮平×中村裕太×鈴木ヒ

ラク」『IMA』∨o124/2018年 5月 29日号

「以黒占和線描檜宇宙秩序 (宇宙の秩序を点と線で描写

する)」 楊椀姉『典蔵。今藝術&投資』第314期/2018

年11月号

〈その他の主な記事 [インターネット]〉

httpi〃www cbc― netcom/toplcs/2010/02/ge∩ ga php

2010年 2月 12日号

「lour∩ al l鈴木ヒラクインタビュー」―CATIS FOREHEAD

httpi〃CatS― fOrehead jpん 0∪ r∩ al/HirakUSUZUki html

「THINGS鈴木ヒラク初作品集「GENGA」」Marlko

Takel― SHIFT 2010年 2月 27日

httpi〃www shiftjp org/ja/archives/2010/02/ge∩ ga html

「鈴木ヒラクインタビュー」― 原田優輝 PUBLIC―

IMAGE ORG 2010年 5月 10日

https:〃 archi∨ e fo/W∪ QXS#selectio∩ -3635-3639

「〈住所不定の自然〉に惹かれる」マーカーとコピー用

紙で世界の狭間に記号を刻むアーテイスト・鈴木ヒラ

クに五所純子が聞く」web DICE 2010年 5月 20日号

http:〃wwwwebdicejp/dlce/detall/2447/

「lour∩ al l鈴木ヒラクインタビュー」―C灯
IS FOREHEAD

2010年 12月号

httpi〃cats― breheadjp/jour∩ al/Hirak∪ Suz∪ kl html

「チェックと日本の現代美術界についての感想」

ADRIAN FA∀ ELL一AR丁 iT 2013年 3月 15日

httpi〃WWW art― lt asia/u/rhql∪ ∩/

SRLDE噸Ⅵ′4 upbzwd∨ q86C/

「TOP TEN FID GRAND PRIZE 2017」 Brett Litt「 羊na∩ /

A∩ drew Solo「|]on/Serghel Litvl∩

http:〃 thefld org/wp― co∩ te∩ t/∪ ploads/2017/01/FI D_

PRIZ巨_2017_Catalog pdf

「artscapeレビュー Drawl∩g Tube vo101 Ar⊂ hl∨ e」

a rts⊂ape 2017年 7月 15日号

httpl〃 artscape jp/report/re∨ lew/10137061_1735 html

「2つの個展からドローイングの可能性を考える。服部

浩之が見た「鈴木ヒラクー 交通」清田泰寛「Melody

Date」 ― ウエブ版「美術手帖」2018年 5月 31日

httpsi〃 bljutsute⊂ ho⊂om/1∩ slght/15926/
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「ba⊂ terla slg∩ 」ギヤラリーフレスカ(東京都)

「鈴木ヒラク個展」INAXギヤラリー2(東京都)

「NAZO」 UPLINKギヤラリー(東京都)

「dig」 Galerie du lour Ag∩ es b(ノ りヽ)

「NEW CA∨ E」 トーキョーワンダーサイト渋谷 (東京都)

「GENGA a∩ d Rece∩ t Drawi∩ gs」 Galerle du lou「 Ag∩ es

b(パリ)

「U」 lsla∩ d MEDIUM(東京都)

「Glyphs of the Light」 VVIMBLEDON space(ロ ンドン)

「Excavated Reverberatio∩ s」 Daiwa A∩ glo lapa∩ ese

Fou∩ datlo∩ (ロンドン)

「かなたの記号」国際芸術センター青森 (青森市)

「GENZO」 Mlsa Shi∩ Ga‖ ery(東京都)

「Conste‖ atlo∩ s」 西武渋谷店(東京都)

「アーツ前橋連携企画特別展示鈴木ヒラク」rl∩ a rt

asso⊂ latlo∩ (高崎市)

「交通」ART FRONT GALLERY(東 京都)

「The Wrltl∩ g of Meteors」 EACH MODERN(台北市)

主なグループ展

「現代日本版画展」AECI(サンタクルス/ボリビア)

「World Wide Network Art 2000」 ギヤラリーフロー

ル/法然院(京都市)

「do bacteria sleep?」 京都市美術館。Tra∩ q Roomoetw・

Be Good Cafe/全 4会場(京都市)

「bkyo Artlu∩ gle」 東京国際フオーラム/IR山手線

(東京都 )

「bkyo Style l∩ Stockholm」 Karl10ha∩ s■yg(ス トッ

クホルム)

「bkyo Style l∩ Gothe∩ burg」 Roda Ste∩ (ゴッテンブ

ルグ/スウェーデン)

「都市のデイオラマ:Betwee∩ Slte&Spa⊂ e」 トーキョー

ワンダーサイト渋谷 (東京都)

「MIMI丁OME」 TOU SCENE(スタバンガー/ノルウェー)

「FIXMIXMAX12-現 代アートのフロントライン」札幌宮

の森美術館 (札幌市)

「Betwee∩ Slte&Spa⊂ e」 Artspace Syd∩ ey(シドニー/

オーストラリア)

「VOCA展 2009」 上野の森美術館 (東京都)

「愛についての100の物語」金沢21世紀美術館(金沢市)

「Re:Membering― Next oflapa∩ 」Ga‖ ery L00P(ソウリの

「Red Bu‖ House ofArt」 HotelCe∩ tral(サンパウロ)

「六本木クロッシング2010i芸術は可能か?」 森美術

館 (東京都)

「DRAWING― 線を描くという営為」lsland MEDIUM

(東京都 )

「地表から遠く離れて鈴木ヒラク/逢坂卓郎」TAL10N

アーテイスト・イン・レジデンス

20092-3月 財団法人東京都歴史文化財団の助成により

Artspa⊂ e Sydneyに 滞在 (オーストラリア)

一 - 11-12月 Red B∪ ‖House oF Artに参加。サンバウ回

に滞在 (ブラジル)

8月 ba⊂ teria slg∩ w/∩ lbo,岩井主税 つつじの里児

童遊園(東京都)

4月 MINDBOGGLER w/生 西康典、植野隆司 Super

Deluxe(東 京都 )

8月 bkvo Style l∩ Sto⊂ kholm w/Shl∩ g02,梅 田宏

明 Kulturhuset(ス トツクホルム/スェーデン)

12月 NAZO NIGHT∨ o14w/Te∩∩lscoats UPLINKギヤ

ラリー (東京都)

7月 dig Galerie du lour Ag∩ es b(バリ)

4月 愛についての100の物語 recordi∩gw/植野隆

司金沢21世紀美術館 (金沢市)

5月 愛についての100の物語 w/Shl∩ g02金沢 21

世紀美術館 (金沢市)

3月 六本木アートナイトw/Shi∩ g02森美術館(東京都)

5月 Mallazz Festl∨ al Kit⊂ he∩ Orchestra,永 戸鉄也

TOU SCENE(スタバンガー/ノルウェー)

8月 Glyphs ofthe LightWIMBLEDON theatre(ロ ンドン)

12月  Hlraku Suzuki Llve Drawl∩ gw/Raz Mesl∩ al

Lo⊂ atio∩ 0∩ e(ニユーヨーク)

3月 Opal∩ est prese∩ ts Edltquette w/Lore∩ Co∩∩ors,

lu‖ e∩ La∩ ge∩ dorff Printed Matter(ニ ューヨーク)

6月 HORS PISTES w/カ ジワラトシオ、東野祥子、河

村康輔、Rokape∩ ls UPLINK ttCTORY(東 京都)

7月 XXX w/植野隆司 Super Deluxe(東 京都)

1月 ソンエリュミエール、そして叡智 w/植野隆司

金沢 21世紀美術館 (金沢市)

3月 CO∨巨RED TOKYO w/ス ガダイロー PARK HOTEL

(東京都)

6月 ∨a∩ cou∨ er Ble∩∩ale w/Ross Blrdwise,Soressa
Card∩ er,10e Rzemle∩ lak Coal Harbour Commu∩ ity

Ce∩ tre(バンクーバー/カナダ)

9月 粟津潔、マクリヒロゲル 1「美術が野を走る i粟

津潔とパフォーマンス」オープニングプログラムw/

スガダイロー 金沢21世紀美術館 (金沢市)

10月 Red Bu‖ Musl⊂ A⊂ademy w/灰野敬二 Super

Deluxe(東 京都 )

10月 山形ビエンナーレw/鈴木昭男文翔館(山形市)

5月 かなたの記号 国際芸術センター青森 (青森市)

8月 Drawl∩ g Tube vo10 w/坂□恭平 shlmauma(東

京都)

9月 Drawi∩ gT∪ be∨o1lw/吉増剛造 ―東北芸術工

科大学 (山形市)

9月 「本を描く」Drawl∩ g Tube∨ o12w/伊藤存 京

都造形芸術大学。東北芸術工科大学 外苑キャンバ

ス (東京都)

4月 スガダイローとIASON MORANと東京と京都w/

スガダイロー、lasO∩ Mora∩ ロームシアター(京都市)

9月 本L幌国際芸術祭2017w/吉 増剛造 札幌芸術

の森 (札幌市)
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